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変革への加速 
デジタル化の加速とマクロ経済的な要因によ
り、銀行業界の構造は変化しつつある。経済、
金融業界、消費者は変化し続けており、銀行
は競争力を維持するため、ビジネスモデルとオ
ペレーションを見直している。その 1つが、デ
ジタル化に対応した、新しいビジネス・アーキ
テクチャーへの移行である。

バランスの調整 
新しいデジタル・アジャイル・アーキテクチャー
を構築する際、銀行は以下の課題に直面して
いる。それは、ビジネスモデルのイノベーショ
ンを進めるには、インフラストラクチャー・プラッ
トフォームやデジタル・トランスフォーメーショ
ンは柔軟でなくてはならないというニーズと、
セキュリティーおよびコンプライアンスは堅牢
でなくてはならないという要件を、いかにバラ
ンスさせるかという課題だ。こうした中、パブリッ
ククラウドの柔軟性と、プライベートクラウドの
カスタマイズによる堅牢性を併せ持つオープン
なハイブリッド・マルチクラウドは、金融サー
ビス業にとって最適解といえるのだ。 

実現までの過程 
オープンなハイブリッド・マルチクラウドへの移
行によって得られるメリットは明白であり、どの
ワークロードを、いつ、どこに移行させるかと
いった点も明らかだが、移行の工程はやや複
雑だ。業界特有のニーズに合わせ、技術とビ
ジネスの両面の基準に基づき、ワークフローに
優先順位をつけるアプローチは、成功への道
筋を明確にするのに役立つ。

主なポイント 銀行業務をクラウド化する道のり 
銀行はその長い歴史の中で、金融システムや経済において、極
めて重要な役割を担ってきた。何世代もの間、中核の銀行サー
ビスを通じて価値を創出し、健全な利益を生み出し続け、商業
と富の創造において、重要な役割を果たしてきた。しかし今日
の銀行業界は、誰が、何を、どこで、いつ、なぜ、どのように
金融サービスを提供するかの岐路に立たされている。

マクロ経済環境が厳しさを増していることに加え、銀行はデジ
タル化が進行する世界で、顧客の行動と期待の絶え間ない変
化に直面している。新たなタイプの競合他社は、革新的なビ
ジネスモデルを駆使し、業界のバリュー・チェーン間の摩擦を
減らし、革新的なエコシステムを生み出し、顧客の期待に応え
ようとしている。一方、増加し続けるデータ、重要性を増すコ
ンプライアンス要件、セキュリティー脅威の増大、労働力の動
的な変化が、金融サービスの現場に影響を与え続けている。

これに対し、金融機関は自らを変革し、プラットフォーム時代
の競争を勝ち抜くために、新たなデジタル能力の強化を図って
いる。市場プラットフォームへの移行を経験した他の組織と同
様に、銀行はインフラ、アプリケーション、プロセス、データ、
顧客エンゲージメントに関連するテクノロジーの課題に直面し
ている。さらには、最も厳しいとされる業界のセキュリティーお
よびコンプライアンス基準をクリアしなければならず、これが複
雑さを高める要因となっている。

オープンなハイブリッド・マルチクラウドは、
柔軟性を備え、セキュリティーとコストに
配慮した、論理的な解決策である。
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銀行のリーダーたちは長年、ビジネスの柔軟性と、セキュリ
ティーやコンプライアンスに求められる堅牢性の両方を満たす
ものとして、クラウドに期待を寄せてきた。2020年に発表され
た銀行業界のクラウド利用に関するレポートによると、金融機
関のうち、すでにクラウド・サービスを積極的に利用しているか、
今後 6～ 9カ月以内に利用するとした回答者は 91%に達し、
4年前から倍増していた。1 しかし規制対象となっている銀行の
基幹業務を、パブリッククラウド環境に移行しているところはほ
とんどなく、あるレポートによると平均 9%にとどまり、他業
界の平均を下回っている。2 

スケーラビリティー（拡張性）とアジリティー（俊敏性）を備
えたクラウドベースのインフラストラクチャーは、パンデミック
のような市場の変化に対しても、迅速な対応が可能だ。行動
力のあるリーダーは、この教訓を一歩進め、オープンなハイブ
リッド・マルチクラウドを採用し、必要なセキュリティー機能と
柔軟性を兼ね備えた相互運用可能な複数のプラットフォームを
構築した。オープンなハイブリッド・マルチクラウド環境への移
行を成功させるためには、銀行業界特有の要件を鑑みて、ど
のプラットフォームがそれぞれのアプリケーションやサービスに
適しているかを検証する必要がある。

インサイト：オープンなハイブリッ
ド・マルチクラウドの定義 
オープンなハイブリッド・マルチクラウドは、従来のコンピュー
ティング・プラットフォームとプライベート、パブリック、お
よびマネージド・クラウド・サービスとを統合した、効果的
なデジタル・トランスフォーメーションを可能にする基盤環
境だ。つまりハイブリッドクラウドは、ワークロードとインター
フェースを調整し、最適なコンピューティング・プラットフォー
ムを実現するための、バーチャルなコンピューター環境なの
だ。こうしたサービスは、統一された環境下で動作するよう
設計されたものとして管理される必要がある。
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従来の銀行業務システムは、柔軟性に乏しく、
新しいテクノロジーの採用や新機能の導入には、
多額の費用がかかる。

アーキテクチャー変革の時機 ... 
今日の銀行は、新しいプラットフォーム型ビジネスモデルを通
じ、顧客体験を刷新しながら、運用コストも削減するという難
しい課題を抱えている。同時に、市場の変化と顧客の洞察に、
迅速に対応するための俊敏性も求められている。こうした柔軟
性のニーズに対応するには、継続的な反復とビジネスモデルの
調整を支える運用上の変革が必要である。さらに銀行は、リス
ク管理、コンプライアンス、セキュリティー戦略に注力し続け、
それらを業務全体に組み入れなければならない。 

こうした課題に対応するには、新しいビジネス・アーキテク
チャーが必要だ。従来の業界モデルでは、急速なイノベーショ
ン、顧客中心主義、モバイル・ファーストのインターフェース
が支配的な、今日のデジタル化には対応できない。3 従来型の

システムは画一的だが複雑で、柔軟性に欠けるため、新しいテ
クノロジーの導入や、新しい機能の展開に、費用がかかりすぎ
る。加えて、顧客との距離が近いとは言えず、また株主資本利
益率が高いとは決して言えない、ミドル・オフィスやバック・オ
フィスの活動に、従来のシステムは多大な労力と運営費をかけ
ている。 

基本的に従来型のバンキング・システムは、拡張されたエコシ
ステム、AIを活用したシステムやプロセス、インテリジェント・
ワークフローをサポートしない。銀行に今必要なのは、リスク
管理、セキュリティー、コンプライアンスを中核に組み入れた、
相互運用可能でインテリジェントな、モジュール型の運用環境
の構築である（図 1参照）。

図 1
新たなビジネス・アーキテクチャーへの移行

*ROEは、McKinsey & Companyによる”Remaking the bank for an ecosystem world.”（2017年10月25日）のデータに基づく。 
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ション 

 – デジタルに変革されたオペレー
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オープンなハイブリッド・マルチクラウドは、
銀行が 1つのソリューションやプロバイダーに
限定されずに、クラウド・サービスを拡張する
ことを可能にした。

パブリッククラウドの柔軟性と、オンプレミスのプライベートク
ラウドのセキュリティー機能を組み合わせたオープンなハイブ
リッド・マルチクラウドは、競争力を理想の域に押し上げる。
これによって銀行は単一の技術的ソリューション・プラット
フォームやプロバイダーに制限されることなく、自行のデータセ
ンターを越えてクラウド・サービスにまで、自由に拡張できるよ
うになる。これにより、運用コストを構造的に引き下げられる
だけでなく、所有権および柔軟性と規制遵守のバランスが容易
に調整できるようになる。さらに複数のプラットフォーム上で、
ワークロードを実行できるようになることで、オープンなハイブ
リッド・マルチクラウドは、ワークフローのポータビリティー（可
搬性）とデータのアクセス性を同時に実現する。

オープンなハイブリッド・マルチクラウド環境への移行を成功さ
せるには、業界の多様なワークロードの機能要件と、さまざま
なインフラストラクチャー・プラットフォームの能力に関する深
い知識が必要になる。具体的には、従来のコンピューティング・
センター、IaaS、PaaS、SaaSといった、オンプレミスとオ
フプレミスの構成などについてである（図 2参照）。

図 2
代替的なクラウド環境へのワークロードの移行
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マイグレーション（移行） 
ハードルの評価 
デジタル変革（DX）と移行戦略を成功させるためには、次の
3つを評価することが大切になる。それはビジネス・ケース、
デジタル成熟度、プロバイダーの能力だ（図 3参照）。 

図 3 
マイグレーション（移行）の検討事項

オープンな 
ハイブリッド・ 
マルチクラウド

プロバイダーの能力ビジネス・ケース

デジタル成熟度

ビジネス・ケース 
銀行は、ビジネス上のニーズと、ITの能力および制約とのバ
ランスを取ることが求められる。一方、銀行業務の中核となる
プロセスの変革と、コスト、リスク、複雑性の削減が必要とされ、
他方ではビジネスモデルのイノベーション、エコシステムへの関
与、迅速な対応を支える柔軟性が求められる。移行戦略を策
定する際に重要となるのは、新規プラットフォームへ移行する
際のコストおよびメリットと、既存のプラットフォームを維持す
る場合のコストを比較検討することである。 

デジタル成熟度 
金融機関は、オープンなハイブリッド・マルチクラウドへの準
備が、本当に整っているかどうかを判断しなければならない。
そのためには、必要なアプリケーション・アーキテクチャーを
用意できているのかを評価し、どのワークロードを切り離すべ
きかを特定する必要がある。一般的にデジタル成熟度が高け
れば、ワークロードは明瞭かつ簡潔であり、相互運用可能な
異なる環境で実行可能な、サブコンポーネントやマイクロサー
ビスに分離することが可能である。 

プロバイダーの能力 
銀行がパブリッククラウドへの移行を検討する際、レジリエン
シー（復元力）、即応性、セキュリティー、プライバシー、コ
ンプライアンスなどの、必要な運用要件に対応できるプロバイ
ダーを見つけることが大きな課題となる。銀行は業界特有の要
件と、ワークロード独自の要件に合わせて強化された、パブリッ
ククラウド環境を提供できるプロバイダーを見つけなければな
らない。
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銀行のオープンなハイブリッド・
マルチクラウド：理にかなった
ソリューション 
オープンなハイブリッド・マルチクラウドが依拠するビジネス・
ロジックは、ビジネス・ニーズと IT要件およびコスト制約のバ
ランスを調整しながら、ビジネス・パフォーマンスを向上させ
ることである。この環境への移行は、将来のコストの削減（ク
ラウドネイティブのアプリケーションと、ワークフローの高い相
互運用性を実現）に役立つと同時に、構築の初期コストの削減
（計画的なセキュリティーとコンプライアンスの活用）とコスト
管理に役立つ。 

オープンなハイブリッド・マルチクラウドのアプローチは、短期
的な経済性と長期的価値および運用コストと、ビジネスや規制
上のニーズとのバランスを調整するほか、特定のプロバイダー
やテクノロジーへの依存度を減らす。これにより金融機関は、
単一のプラットフォームにとらわれず、すべて相互運用可能な
複数のプラットフォーム上で、さまざまなワークロードを実施し、
パフォーマンスの向上が図れるようになる。 

オープンなハイブリッド・マルチクラウドは、金融機関にとって
理にかなったソリューションだ。この指数関数的に成長する技
術において、ビジネスのイノベーションと顧客体験の向上に必
要な柔軟性を提供する。またセキュリティーとコストの問題も
解決する（「インサイト：オープンなハイブリッド・マルチクラ
ウド戦略が銀行にもたらすメリット」参照）。銀行の内外の、デー
タへのアクセス性、ワークロードの柔軟な可搬性、アナリティ
クスの効果的な相互運用性を可能にする、最新のバンキング・
アーキテクチャーに必要な基盤となり得るソリューションなの
である。4

オープンなハイブリッド・マルチクラウドは、銀行の基幹業務
を下支えする、以下のエクスポネンシャル技術のパフォーマン
ス向上にも役立つ。 

 – ロボティクス・プロセス・オートメーション（RPA） - 標準
化されたバック・オフィス業務において、反復作業を自動化
する。 

 – 顧客向けの人工知能（AI） - チャット・アシスタント、音声
アシスタント、自動化アドバイザーなどにより、顧客サービ
スを向上させる。 

 – 従業員向けの AI - セールス・アシスタント、顧客に関する
洞察、ナレッジ・センターによって、業務効率を向上させる。 

 – 管理のための AI - 本人確認手続き（KYC）、セキュリティー
強化、社内ポリシーと外部規制のギャップ評価など、コンプ
ライアンスに関わる業務を自動化する。 

 – アプリケーション・プログラミング・インターフェース（API）
プラットフォーム - サードパーティーや銀行以外へ、金融商
品やサービスを販売する。 

 – 量子コンピューティング - 暗号化の基準を引き上げ、高頻
度の取引とリスク分析におけるさまざまな課題を解決する。 

 – ブロックチェーン - 信頼ベースのデジタル・インタラクション
（デジタルでのやりとり）により、インフラストラクチャーを
再構築する。 

 – モノのインターネット（IoT） - 分析コネクターの物理的ネッ
トワークを構築し、物流、取引、財務業務を合理化する。 

 – 拡張現実（AR） - 顧客と銀行員が、その場にいながら、仮
想空間でコミュニケーションをとる。

オープンなハイブリッド・マルチクラウド環境は、
他の指数関数的な技術のパフォーマンス向上
にも活用できる。
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 – 完全な準同型暗号化 - 暗号化されたデータを、最初に暗号
解読することなく、暗号化された計算で対応する。この方法
であれば、オープンなハイブリッド・マルチクラウド上で、安
全に、プロセスの効率性と相互運用性を高めることが可能と
なる。 

 – 従業員用の 5G - 在宅業務の効率を向上させる。この技術
の利用者は、さまざまな場所でパフォーマンスを損なうこと
なく、自動化されたプロセスを実行できるようにする。 

 – エッジコンピューティング - 保管場所のより近くでデータを
処理する。これにより応答時間と遅延の問題を軽減し、接
続したデバイスやシステムからの洞察を、より迅速に獲得で
きるようになる。
オープンなハイブリッド・マルチクラウド環境を実現するために
は、従来型のインフラやソフトウェア・プロセスの構成からクラ
ウド型の構成へ、ワークロードを移行する際に生じる、さまざ
まな障壁をクリアしなくてはならない。その際、問題になるのは、
オープンなハイブリッド・マルチクラウド環境を、「なぜ」目指
すべきかではなく、「どのようにして」実現するかだ。障壁はど
うやって乗り越えるべきか。移行するワークロードは、どうやっ
て選択すべきか。そして、どのクラウド・プラットフォームで運
用するかを、どのようにして判断すべきかが重要になるのだ。

 

インサイト：オープンなハイブリッ
ド・マルチクラウド戦略が銀行に
もたらすメリット 

 – コスト削減。銀行はデータのニーズをリアルタイムで調整で
きるようになり、膨大な未使用データの維持にかかる費用を
削減することができる。 

 – 顧客体験。銀行はデジタル・リソースを最も必要とされると
ころに投入し、変化する顧客の要求に、いち早く対応できる
ようになる。 

 – ビジネス・イノベーション。オープンなハイブリッド・マルチ
クラウドは、ビジネスに不可欠な、分析、アプリケーション、
プロセスの一貫性と可搬性／移植性を実現する。その結果、
顧客セグメントや地域性に応じた、新規ソリューションの設
計、統合、テスト、展開が可能になる。

 – セキュリティー対応。セキュリティーの脅威は常に変化して
いる。オープンなハイブリッド・マルチクラウド・インフラス
トラクチャーを使えば、銀行は金融に特化した、AI搭載の
防御ツールへのアクセスができるようになる。 
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オープンなハイブリッド・マルチ
クラウドへのロードマップ 
多くの銀行にとってクラウド化への過程は、従来どおりの階段
状の意思決定のプロセスである。銀行はまず、プライベートク
ラウド環境を構築し、オンプレミスなワークフローを、セキュリ
ティーが確実な自社所有のテクニカル・フレームワークに引き
上げる。次に、パブリッククラウドに移行した場合、どの程度、
運用コストを削減できるのか、どの程度、外部エコシステムへ
のアクセスが増えるのかを検証する。ところが銀行は、業界基
準で調整されていない環境のセキュリティー、遅延、コンプラ
イアンスに関し、常に懸念を抱えている。 

現在、銀行はプラットフォーム経済への移行により、フィンテッ
ク、ISV、データ・プロバイダーなどの外部関係者との相互関
係を構築することが求められている。その際の課題は、サード
パーティーと顧客とのやりとりを、詳細に追跡、修正、承認す
るという手間をかけずに、いかにメリットを得るかということだ。 

この問題の解決策は、金融サービス向けに機能が強化され、
他のプラットフォームとの相互運用が可能な、パブリッククラウ
ドを利用することだ。そうすれば、新たな収益源を迅速に開発
し、セキュリティーやコンプライアンスの懸念を軽減できる。さ
らに相互運用性により、プロセスを選択的にデジタル化でき、
ワークロードの割り当てにおける選択肢は増える。こうした柔
軟性は、俊敏性の向上、オペレーション・リスクの低減、復
元力の向上に貢献する。 

オープンなハイブリッド・マルチクラウドのアプローチを検討す
る組織にとって、重要な問いは、「どのプラットフォームに、ど
んな機能を搭載するかを、どのように決めるか」である。その
目的は、それぞれの環境において、最適なことを、適切な場所
で実施し、リスクを低減し、俊敏性を向上させることだ。

 

バンク・オブ・アメリカ：金融
サービス用にカスタマイズされた
パブリッククラウドを導入5 
バンク・オブ・アメリカはプライベートクラウドを有し、現在、
同行のテクノロジー・ワークロードの大部分に活用している。
しかし同行は、同様に信頼性の高いサードパーティー・クラウ
ドの構築を目指していた。それはプライベートクラウドと同水準
のセキュリティーと経済性があり、拡張性に優れた金融サービ
ス向けのソリューションだ。

バンク・オブ・アメリカは IBMと提携し、データの復元力、
プライバシー、顧客情報の安全性を最優先とする、業界初の
サードパーティー・クラウドを構築した。これを構築するにあ
たり両社は、セキュリティーとコンプライアンス制御を最重要
事項と定め、金融機関がアプリケーションやワークロードを、
自信を持ってホスティングできることを目指した。 

これにより、バンク・オブ・アメリカだけでなくBNPパリバな
ど他行も、パブリッククラウドにおいて、機密データをより安全
に運用することが可能になった。このコラボレーションは、バ
ンク・オブ・アメリカのクラウド化へのステップの一歩となり、
金融業界特有の規制やコンプライアンス要件に対処する、新た
な機会となっている。
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そのためには、技術的な観点から問題を考察するだけでなく、
ビジネス目標を考慮する必要がある。組織はどのワークロード
を、どこに優先的に割り当てるのかを判断しなくてはならない。
そのどこかというのは、パブリッククラウド、あるいはプライベー
トクラウド、あるいは従来型プラットフォームのどこかだ。また
簡単で実行可能性が高いことと、戦略的観点から見て実行す
べきことを分けて考える必要がある。 

ワークロードをプラットフォームに合わせる 
こうした決定を下すためには、ワークフローを評価し、適切な
運用環境を特定するための、業界に合わせたアプローチとフ
レームワークが必要になる。銀行は業界独自のベンチマークに
基づき、各ワークロードを実施する際に、従来型か、プライベー
トクラウドか、パブリッククラウドか、あるいは固有の要件に合
わせたパブリッククラウドのいずれを利用するのか、または最
適な組み合わせは何なのかを判断すべきである。ワークロード
は、運用とビジネスの両面から、復元力、即応性、デジタル
成熟度、リスク、セキュリティーおよびコンプライアンス、ビジ
ネス・ケースについて評価しなくてはならない。 

ワークロードを評価するための最初のステップは、アプリケー
ションを実行する業界の活動やプロセスを、まず見極めること
である。どの金融機関も、ある程度のカスタマイズと運用の編
成があるが、業界全体としての一貫性はある。各業界のフレー
ムワークにはオープンなものや、独自仕様なものなどさまざま
なものがある。金融機関が独自のワークロードを構築する際に
は、それらを出発点として利用することも可能である。

そうしたフレームワークの例として、Banking Industry 
Architecture Network（BIAN）が挙げられる。このサー
ビス・ドメインのフレームワークでは、300超のサービスを、
ビジネス開発、流通、生産、運用、ビジネス・インフラストラ
クチャー、財務・リスク管理に分類している。 

ワークロードを特定すれば、堅牢な多基準評価のワークフレー
ムによって、各ワークロードを最適なプラットフォームに落とし
込むことができる。次の 5つの要点から、各ワークロードは評
価可能だ。 

 – 復元力。データとトランザクションの量、安定性およびビジ
ネス上の重要性を評価する。 

 – 即応性。ワークロードの遅延、応答時間、およびサービス
要件を考慮する。 

 – デジタル成熟度。単体での運用からモジュール型サービス
に向かう、金融機関のデジタル変革の進捗度を評価する。
相互運用性を損なうことなく、既存のワークロードから容易
に分離できるワークロードを、移行の候補とする。 

 – リスク、セキュリティー、コンプライアンス。ワークロードに
関連する規制要件とセキュリティー機能を評価する。これら
は、金融機関のセキュリティー体制や、地域やセグメントの
規制要件によって大きく異なる。 

 – ビジネス・ケース。予想される投資要件、コストや収益から
見た利点、競争優位性といった、想定され得る導入の影響
を調べる。 
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それぞれの金融機関は組織体制が異なるため、必要となるワー
クロードの数も異なる。しかし、ほとんどの銀行では判断の対
象となるワークロードの数は、数百に達するはずだ。適切な運
用とビジネス基準を用いれば、各ワークロードの要件に基づく、
最適なプラットフォームは何であるかを特定することができる
（図 4参照）。最終的に、どのタイプの環境が、各ワークロー
ドや分離されたワークロードの要素に適しているかを示すマッ
プで表すことができるようになる。 

業務上の各サブコンポーネントを、どのように構成・管理する
か、また最適と見なされるオープンなハイブリッド・マルチクラ
ウド環境にセットアップする際、どの程度の柔軟性を持たせる

かといったことを、銀行は独自に判断しなければならない。
評価基準はこうした判断の手引きとなり、想定されるあらゆる
障害を見つけ出し、その影響を最小化する手立てとなる。 

クラウド・コンピューティングは、単なる技術的なインフラでは
ない。ワークロードの複雑性、最新のアプリケーション、コス
ト効率をうまく組み合わせれば、デジタル変革が実現し、堅牢
なセキュリティーに守られたプラットフォームの構築が可能にな
る。そしてまた、エコシステムとの関与もまた、良好なものに
なる。

図 4
オープンなハイブリッド・マルチクラウドに移行するワークロードを評価する

将来従来型

単一コンポーネント モジュール型、 
相互運用性

従来型 

プライベート
クラウド 
パブリック 
クラウド 
パブリック 
クラウド+

即応性

デジタル成熟度

リスク、セキュリ 
ティー、コンプラ 
イアンス

ビジネス・ケース

復元力 ワークロード
の要件
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アクション・ガイド 
オープンなハイブリッド・マルチクラウドに
よる銀行業務
オープンなハイブリッド・マルチクラウド・アプローチの魅力の
1つは、柔軟性、俊敏性、拡張性に優れていることだ。また、
これを利用すれば、銀行は 1つのテクニカル・ソリューション・
プラットフォームやプロバイダーに限定することなく、クラウド・
サービスを導入することができる。以下は、柔軟性とセキュリ
ティーおよびコンプライアンスを、バランスよく成立させるため
のステップである。 

クラウド環境への大規模なマイグレーションを行う際の課題
を、大局的に検討する。 

 – ビジネス・ケースを検討する。レガシーへの投資とマイグレー
ション・コストと比較して、俊敏性や柔軟性の向上など、想
定されるメリットを考慮しながら戦略を立案し、検討する。 

 – 組織のデジタル成熟度を評価する。検討結果に基づき、テ
クノロジーの観点から、可能なこと、実用的なこと、慎重さ
が求められることを明確にする。 

 – プロバイダーの能力を調査する。業界基準に合わせて、カ
スタマイズおよび強化されたクラウド環境を、提供できるプ
ロバイダーを特定する。 

どのワークロードを、パブリッククラウドやプライベートクラ
ウドへ移行すべきか。あるいは、従来のプラットフォームに残
すべきかを決める。 

 – 業界の活動とプロセスを定義する。アプリケーションのワー
クロードを実行する、数百に及ぶ運用を明確にする。 

 – フレームワークを構築する。各アプリケーションやサービス
を、ビジネス開発、流通、生産、運用、ビジネス・インフ
ラストラクチャー、財務・リスク管理などに分類する。 

 – ワークロードを評価する。復元力、即応性、デジタル成熟度、
リスク、セキュリティー、コンプライアンス、ビジネス・ケー
スといった、ビジネスと運用の評価基準に基づいて、各ワー
クロードに最適なプラットフォームまたは運用環境を特定す
る。 

 – 各ワークロードを最適なプラットフォームにマッピングする。
リスクの低減、俊敏性の向上に向けた各ワークロードに適切
な環境を、評価基準に基づき特定する。 

今後に向けて 
ほとんどの銀行組織は、オープンなハイブリッド・マルチクラウ
ドのアプローチがもたらす柔軟性、俊敏性、統合、拡張性の
メリットを十分に理解している。銀行向けのオープンなハイブ
リッド・マルチクラウドについての議論の要点は、「なぜ導入す
るのか」から、「どのように導入するか」という、より複雑な問
題に移っている。 

クラウドへの移行を加速する中で銀行は、既存のレガシーへの
投資を続けるか、あるいは新規プラットフォームに移行すべき
か、そのコストとメリットのバランスを検討する必要に迫られて
いる。またデジタル成熟度の観点から、どのワークロードを分
離してクラウドに移行すべきか、その準備態勢は整っているか
を、自らに問う必要にも迫られている。さらに業界特有の厳し
い基準を満たし、相互運用が可能なプラットフォームを提供で
きるクラウド・プロバイダーを見つけなければならない。 

新しいビジネス・アーキテクチャーの必要性を認識し、引き続
きインフラを問題なく移行させる道のりは、決して容易ではな
いだろう。しかし適切なロードマップがあれば、銀行はオープ
ンなハイブリッド・マルチクラウドへ移行できるはずだ。そうす
れば、データを活用し、AIの英知を携え、変革に対応したアジャ
イルでタフな組織へ生まれ変わることができるだろう。
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Expert Insights について
Expert Insights は、ニュース価値の高いビジネスや関
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との対話に基づいて作成しています。詳細については、
IBM Institute for Business Value（iibv@us.ibm.
com）までお問い合わせください。
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